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議
員
が
市
政
を
問
う

一
　
般
　
質
　
問

議
　
員
　
小
中
学
校
の
施

設
や
設
備
の
状
態
を
ど
の

よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

教
育
長
　
毎
年
各
校
の
状

況
調
査
を
行
い
、
要
望
等

を
把
握
し
、
学
校
巡
回
で

状
況
を
具
体
的
に
確
認
し

て
い
ま
す
。
設
備
は
専
門

業
者
に
保
守
点
検
業
務
を

委
託
し
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
施
設
や
設
備
の

修
繕
は
、
ど
の
よ
う
な
考

え
で
実
施
さ
れ
る
の
か
。

教
育
部
長
　
状
況
の
確
認

後
、
安
全
性
・
緊
急
性
を

考
慮
し
、
必
要
な
ら
速
や

か
に
実
施
し
ま
す
。
設
備

は
業
者
の
点
検
・
清
掃
等

の
結
果
か
ら
必
要
性
、
効

率
性
等
を
考
慮
し
て
進
め

ま
す
。

議
　
員
　
改
修
設
計
後
、

す
ぐ
に
工
事
が
発
注
さ
れ

期
の
経
営
安
定
の
た
め
の

支
援
の
ほ
か
、
市
独
自
で

農
業
機
械
の
導
入
経
費
の

一
部
補
助
を
し
て
い
ま

す
。

議
　
員
　
前
谷
地
公
園
隣

に
あ
る
渋
沢
農
場
記
念
碑

は
、
建
立
関
係
者
の
高
齢

化
に
よ
り
管
理
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
。
三
本
木
原

開
拓
に
貢
献
し
た
実
績
か

ら
市
で
管
理
す
る
考
え
は
。

教
育
部
長
　
市
で
指
定
し

た
文
化
財
で
あ
っ
て
も
管

理
は
所
有
者
に
お
願
い
し

て
お
り
、
こ
の
記
念
碑
も

市
で
管
理
す
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。

件
数
は
、
人
権
擁
護
委
員

担
当
の
人
権
相
談
が
６
件
、

市
在
住
の
弁
護
士
担
当
の

法
律
相
談
が
９
件
で
す
。

議
　
員
　
学
校
教
育
で
は
、

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
ど
う
取
り
上
げ
て
い

る
か
。

教
育
長
　
そ
れ
だ
け
に
特

化
せ
ず
、
人
が
嫌
が
る
こ

と
は
言
わ
な
い
、
し
な
い

な
ど
、
よ
り
よ
い
学
校
生

活
等
を
築
く
た
め
の
、
約

束
や
思
い
や
る
心
な
ど
を

指
導
し
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
県
の
調
査
で
は

新
規
就
農
者
が
増
加
し
て

い
る
。
市
の
支
援
実
績
は
。

市
　
長
　
当
市
で
は
、
農

業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

に
よ
り
平
成
30
年
度
ま
で

に
延
べ
35
名
が
就
農
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
方

に
、
５
年
以
内
に
自
立
し

た
農
業
経
営
が
で
き
る
よ

う
な
実
現
可
能
な
就
農
計

画
の
作
成
の
支
援
、
国
の

事
業
を
活
用
し
た
就
農
初

議
　
員
　
企
業
で
の
各
種

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、

市
は
調
査
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
相
談
窓
口
の
体
制

や
件
数
は
。

民
生
部
長
　
調
査
は
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
専
門
家
が

相
談
に
応
じ
る
無
料
の
市

民
相
談
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
過
去
２
年
間
と
本
年

７
月
末
現
在
ま
で
の
相
談

努
め
て
い
ま
す
。
有
害
物

質
を
含
む
物
の
除
去
作
業

で
は
、
法
令
に
従
っ
た
措

置
を
と
っ
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
屋
根
の
ト
タ
ン

に
良
、
不
良
が
混
在
し
て

い
る
。
当
初
製
品
の
ふ
ぐ

あ
い
が
考
え
ら
れ
る
が
、

調
査
し
な
い
の
か
。

教
育
部
長
　
保
証
期
間
内

の
不
良
箇
所
は
受
注
者
や

メ
ー
カ
ー
が
調
査
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
期
間
外

の
製
品
は
調
査
せ
ず
、
必

要
に
応
じ
て
修
繕
実
施
に

努
め
ま
す
。

議
　
員
　
熱
の
集
積
を
防

げ
る
よ
う
な
塗
料
が
開
発

さ
れ
て
い
る
が
、
熱
中
症

対
策
に
生
か
す
考
え
は
。

教
育
部
長
　
ご
提
案
の
材

料
も
含
め
、
適
切
な
材
料

等
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

な
い
場
合
、
劣
化
箇
所
の

増
加
に
よ
る
経
費
増
額
に

は
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

教
育
部
長
　
劣
化
状
況
を

確
認
し
、
経
済
性
を
考
慮

し
た
内
容
で
計
画
的
に
工

事
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
　
員
　
工
事
で
発
生
す

る
粉
じ
ん
等
の
対
策
は
。

教
育
部
長
　
工
事
箇
所
に

合
わ
せ
た
養
生
等
で
、
作

業
範
囲
外
の
飛
散
防
止
に

今　泉　信　明
（市民連合クラブ）

学
校
施
設
等
の
修
繕
方
針
は

毎
年
状
況
調
査
し

　
　
　
　
　
必
要
に
応
じ
対
応

小笠原　良　子
（日本共産党）

市のハラスメント
　　　　　相談窓口体制は

専門家が対応する
無料の市民相談を開催

開拓の歴史を後世に「渋沢農場跡」

学校施設の適正な維持・改修を

議
　
員
　
市
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
（※

）
の
中

に
は
、
産
業
の
振
興
、
交

通
通
信
体
系
の
整
備
、
生

活
環
境
の
整
備
等
、
多
種

多
様
な
事
業
計
画
が
あ
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
進
捗
状

況
は
。

※

過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
て

い
る
旧
十
和
田
湖
町
区
域

の
総
合
的
・
計
画
的
な
対

策
を
と
り
、
住
民
福
祉
の

向
上
、
雇
用
の
増
大
、
地

域
格
差
の
是
正
を
目
指
す

た
め
の
も
の
。
事
業
に
は
、

財
源
と
し
て
有
利
な
過
疎

対
策
事
業
債
を
利
用
で
き

る
。
計
画
年
度
は
平
成
28

年
度
か
ら
５
年
間
。

企
画
財
政
部
長
　
計
画
に

掲
載
さ
れ
た
66
事
業
の
う

ち
、
実
施
事
業
は
28
件
、

実
施
率
は
約
43
％
で
す
。

民
生
部
長
　（
左
表
参
照
）

議
　
員
　
交
付
率
が
低
い

理
由
は
。

民
生
部
長
　
利
便
性
が
低

い
こ
と
、
申
請
手
続
き
が

面
倒
な
こ
と
等
が
理
由
と

思
わ
れ
ま
す
。

議
　
員
　
法
改
正
で
、
カ

ー
ド
が
健
康
保
険
証
の
か

わ
り
に
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
る
が
、
そ
の
対
応
は
。

市
　
長
　
国
は
令
和
３
年

３
月
か
ら
の
利
用
開
始
を

目
指
し
て
お
り
、
交
付
申

請
件
数
の
増
加
が
予
想
さ

れ
る
の
で
、
国
が
示
し
た

公
務
員
等
の
先
行
取
得
を

推
進
す
る
方
針
に
適
切
に

対
応
し
、
交
付
事
務
の
平

準
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

れ
ま
す
。

議
　
員
　
小
中
学
校
の
就

学
援
助
支
援
の
現
状
は
。

教
育
部
長
　
要
保
護
、
準

要
保
護
児
童
生
徒
数
は
、

平
成
29
年
度
は
小
学
校
４

５
０
人
、
中
学
校
２
６
６

人
で
割
合
は
16
・
１
％
、

30
年
度
は
小
学
校
４
３
１

人
、
中
学
校
２
５
９
人
で

割
合
は
16
・
０
％
で
す
。

議
　
員
　
支
給
対
象
と
な

る
費
目
の
拡
大
の
検
討
は
。

教
育
部
長
　
支
給
額
や
費

目
は
毎
年
見
直
し
を
し
て

い
ま
す
。

議
　
員
　
過
去
３
年
間
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
累
計
と
交
付
率
は
。

議
　
員
　
特
別
支
援
学
級

に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
が

増
加
し
て
い
る
理
由
は
。

教
育
部
長
　
こ
こ
数
年
、

特
に
自
閉
症
・
情
緒
障
害

学
級
の
在
籍
数
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
学
校
現
場
や

保
護
者
の
発
達
障
害
へ
の

理
解
が
広
が
り
、
細
か
な

観
察
で
把
握
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
結
果
と
考
え
ら

議
　
員
　
市
道
焼
山
線
の

整
備
の
進
捗
状
況
は
。

建
設
部
長
　
昨
年
度
か
ら

過
疎
対
策
事
業
債
を
活
用

し
て
、
旧
笠
石
家
住
宅
付

近
か
ら
焼
山
第
二
温
泉
郷

ま
で
の
延
長
約
１
６
６
０

メ
ー
ト
ル
の
区
間
で
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
旧
笠
石
家
住
宅
側

か
ら
延
長
３
６
０
メ
ー
ト

ル
の
工
事
を
発
注
し
て
い

ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
掲
載
さ
れ

た
全
て
の
事
業
の
実
施
を

確
約
し
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
過
疎
対
策
事
業

債
は
、
県
の
事
業
枠
も
あ

る
の
で
、
県
と
調
整
し
な

が
ら
効
果
的
な
施
策
展
開

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

議
　
員
　
こ
の
計
画
で
は
、

（
仮
称
）
複
合
型
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
の
整
備
が
、

今
年
度
と
来
年
度
の
２
カ

年
で
事
業
費
３
億
８
３
０

０
万
円
と
し
て
計
画
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
ど
の

よ
う
な
施
設
か
。

企
画
財
政
部
長
　
避
難
所

等
の
災
害
対
策
機
能
を
あ

わ
せ
持
つ
地
域
活
動
の
拠

点
と
な
る
施
設
で
あ
り
、

西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
が
該
当
し
ま
す
。

斉　藤　重　美
（自民公明クラブ）

市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

　
　
　
　
　
　
　
　
進
捗
状
況
は

実
施
率
は
約
43
％

実
施
を
確
約
し
た
計
画
で
は
な
い

久　慈　年　和
（市民連合クラブ）

特別支援学級に在籍する
　　児童生徒の増加理由は

発達障害への理解が広がり
細かく観察されるようになったため

社会情勢にあわせた就学援助支援を

複合型施設として整備された
西コミュニティセンター

平成29年度 7,063 11.4％

平成30年度 7,862 12.8％

平成28年度

末時点

末時点

末時点 6,114 9.8％

累計枚数 交付率
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員


